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論 文 内 容 の 要 旨
抗体の産生を促進, 増強または持続させる効果をもつ免疫補助剤すなわちアジュバントは, 免疫学にお
いて実際的には広く使用されているにもかかわらず, その作用機構は未だに明らかにされていなかった｡
申請者は, 非特異的に免疫反応を促進する作用を有する代表的な 2 種類のアジュバントとして, 鉱物池ア
ジュバントと菌体内毒素 (エンドトキシン) を用いて, アジュバ ント作用の実体とその機構を解析するこ
とを目的に研究を進めた｡ 主論文は3部より成り, これを総合すると未知の問題を開拓した成果が浮かび
あがる｡
第1部では, この2種類のアジュバントの作用様式の 差異を検討した｡ まず抗原感作 の時期とアジュ
バント投与時期との関係を詳細に調べ, 次に血流中の抗体価とアジュバ ント作用との関係を分析した｡ こ
の姑采, この 2 種のアジュバントは抗体産生を促進する点では似ているといっても, その作用様式は全く
異なるものであることが示された｡ すなわち, エンドトキシンは抗原感作と同時あるいは 1 日後に投与し
たときのみ効果を示し, しかも IgM タイプの抗体産生が主に促進されるのに対して, フロインド型の鉱
物池アジュバントは, 抗原感作と同時あるいはそれ以前に与えたときに有効であり, しかもこの場合には


















抗体産生へと誘導し得ることを明らかにした｡ また, この移植細胞が牌ぞう細胞ではこの能力 は見 られ
ず, エンドトキシンと抗原の組合わせでもこの移植免疫は成立しないことが分った｡










第 1 部では, 非特異的に免疫反応を促進する作用を有する代表的なアジュバントとして, 鉱物池アジュ


















以上のように, 3部から成る主論文に盛られた内容は, 免疫補助剤アジュバントの効果について, 第1
部では全身的な問題を, 第 2 部では局部的な問題を, 第 3 部では細胞単位の問題を, それぞれ長期にわた
り詳細に分析した点は高く評価され着実な研究内容とともに実用的な価値も高いものと言える｡
参考論文2編は, いずれも申請者が免疫生物学および放射線生物学の分野において, すぐれた研究能力
を示したもので, その内容は高い水準にある｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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